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1.  化学物質等及び会社情報 

1.1.  製品名 
ノイブルグシリシャスアース表面加工済み / その他の名称 なし   

REACH 登録番号 
第 7付属書およびポリマー定義第 3条 5項に基づき 登録義務より免除されます。 

製品名 
AKTISIL AM、EM、 MAM、 MAM‐R、MM、 PF 216、 PF 777、 Q、VE、 VM 56 

1.2.  製品の用途 
AKTISILはエラストマー、プラスチック、塗料、ラッカー、接着剤、食料添加物、磨き剤、手入れ

剤、そして建築と化学工業で機能的充填剤として用いられています。 

1.3.  メーカー/納入者に関しての情報 
HOFFMANN MINERAL GmbH 
Münchener Straße 75, D‐86633 Neuburg (Donau) 
電話.:+49 (0) 84 31 53‐0; ファックス:+49 (0) 84 31 53‐3 30  
www.hoffmann‐mineral.com, info@hoffmann‐mineral.com 

1.4.  緊急連絡先 
電話.:+49 (0) 84 31 53‐0  ‐>  営業時間外の連絡先 

2.  危険有害性について 

2.1.  人間と環境に対しての特殊な危険 
晶質を有するケイ酸成分においては、繊維生成効果が全くないとは言えません。 長期間これを吸

入した場合、ケイ肺病に導く可能性があります。A粉塵を含む環境での作業は、始終管理されなく

てはなりません。 

2.2.  危険性名称          

本製品は (EC)1272/2008規定によると STOT wdh.1（長時間または繰り返し吸い込んだ場合は有害）

として分類されています。 

 

2.3.  識別要素 

危険に関する絵マーク: 
 

     
 
シグナル: 
危険 

危険に関する注意: 
H 372、隠微晶質を有するケイ酸成分においては、繊維生成効果が全くないとは言えません。 
長期間これを吸入した場合、ケイ肺病に導く可能性があります。 
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安全な取り扱いの指示:  

次のページを参照してください。 
P 260 粉塵を吸い込まないこと 
P 285 換気が不十分な場合のマスク着用   
                                                                           

2.4  その他の危険    
  本製品は天然ミネラル成分から成り、REACH 第８付属書によればPBT(persistent, bioaccumulative, 

and toxic)またはvPvB（very persistent and very bioaccumulative)物質の基準には該当しません。 

3.  組成/成分に関する情報 

3.1.  化学的特徴（成分別） 
説明:AKTISIL とは、ノイブルグシリシャスアースを基に、様々な表面処理剤により表面加工された

製品です。このノイブルグシリシャスアースは、自然界で生まれた、非晶質のシリカと隠微晶質

のシリカと層状のカオリナイトとの混合物です。 

類まれな鉱物単体であるノイブルグシリシャスアースとして、特殊番号 CAS番号 1020665‐14‐8 に
分類されています。EINECS 番は 310‐127‐6です。 

 

3.2.  化学的特性（成分別） 
CAS‐番号  EU基準に基づく名称  GHS / CLPによる分類  
7631‐86‐9  隠微晶質のシリカ  STOT wdh.1; H372           
7631‐86‐9  非晶質シリカ  なし 
1318‐74‐7  カオリナイト  なし 

  表面処理剤 
表面処理剤  
様々な有機シランと/又はホワイト油:表面処理剤の正確な化学成分と濃度は、メーカーのノウハウ

であるため極秘です。  

 

4.  応急措置 

4.1.  応急措置に関する一般指示 

目に入った場合 
まぶたの裏も含み注意深く水で流し出してください。洗った後に改善が見られない場合は、医師の

指示に従ってください。 

製品を吸入した後 
新鮮な空気の場所に運んでください。特に病状を訴える場合は、医師の診断を受けてください。 

飲み込んでしまった場合 
特殊な救急処置の必要はありません。 

4.2.  深刻な急性でしばらくしてから現れる症状と作用    
特にありません。 
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4.3.  医師による応急手当または特別な治療に関する注意               
特別な処置は必要としません。 

5.  火災時の措置 

5.1.  消火剤 
製品本体には可燃性はなく、危険な分解成分も放たない。 

5.2.  資材、製品、その燃焼成分又はそれにより生じるガスによる危険性  
製品本体には可燃性はなく、危険な分解成分も放たちません。 

5.3.  防火対策のためにおいて特に必要とする設備 
特に必要ありません。 

6.  漏出時の措置 

6.1.  人体に対する安全対策 保護作業服および応急措置 
粉塵が発生するのを防いでください。それが防止できない場合は、保護作業服を着用してくださ

い。 

6.2.  環境に対する対策 
なし項目 12の「環境保護に関する情報」を参照してください。 

6.3.  清掃/バキュームクリーナー 
乾いた状態で掃かないでください。製品を吸い取るためには、工業用バキュームクリーナー（粉塵

クラスM） を使用してください。または水で湿らせてから掃き集め、処分は密閉可能なコンテナー

で行ってください。 

6.4.  その他の指示 
項目 8 暴露防止及び人に対する保護措置 および項目 13 廃棄上の注意を参照してください。 

7.  取扱い及び保管上の注意 

7.1.  安全な取り扱いの指示 
容器は常にしっかり閉め、粉塵の発生を予防してください。粉塵が生じる場所に適した方法で吸い

取ってください。 
換気が不十分である場合、項目 8を参照。                                                                                  
裂けたり破れたりしないよう、袋やビッグバッグの扱いに注意してください。 
V汚れた服を取替え、洗濯してください。 

7.2.  保管室と容器に対しての注意事項 
容器はしっかりと閉めてください。 
サイロに充填する際、粉塵予防に注意してください。 

7.3.  保管条件に関してその他の注意事項 
乾燥した状態で保管してください。 

7.4.  防火と爆発予防の指示 
特殊な防火対策の必要はありません。 

7.5.  保管クラス 
13 (VCI‐Kzpt.)– 保管クラス 不可燃性の固形物。  
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8.    暴露及び保護具に対する制限および監視  

8.1.  技術設備の設計の際の指示 
加工設備と粉塵が発生し得る場所には良い換気とバキューム吸入設備を設定してください。 

  8.2.  作業場所特有の常に検査するべき規制値の成分 
肺胞内の粉塵（A‐粉塵）で測定した隠微晶質シリカ成分の比率を≤ 0.10 mg/m³ (シフトの平均値)以
下の濃度に抑えることにより 、従業員のケイ肺病の危険はほぼ皆無です。 
粉塵を含む環境での作業は、始終管理されなくてはなりません。 EN 481および TRGS 402 /BIA 8522 
(FTIR)の隠微晶の割合に基づく粉塵サンプリング。  

その他の指示は www.hoffmann‐mineral.comを参照。 

8.3.  安全作業服 

一般安全対策  休憩前と作業後には必ず手を洗ってください。 
粉塵を吸い込まないよう気をつけてください。 
作業中は飲食をしないでください。 
汚れた作業服は交換し、再び着用する前に洗濯してくださ

い。 

マスク  0.15 mg/m³ 以上の濃度の A粉塵が生じる作業場では、粉塵

マスク(FFP 2)を着用してください。 

作業手袋  必要なし 

作業用メガネ  サイドの保護付き保護メガネ 

体の保護  必要なし 

衛生対策  普段着と作業服とを取り換えてください。 

8.4.  環境露出の制限と監視 
特殊な対策の必要ありません。 

9.  物理的及び化学的性質 

9.1.  物理的及び化学的性質についての説明 

外観   
形状  固体、 粉末状 
色  白 / ベージュ 
匂い  なし                                                  

 臭気限界  重要ではない 

pH値  5 – 8                                                                

方法: 20 °Cで 400g /l 

溶解温度  >1600°C 

20 °Cでの密度    2.6 g/cm³ 
方法:測定方式: DIN ISO 787 第 10部 

形状    粒子 / 層状 
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20 °Cの水への溶解性    不溶性 
方法:測定方式: DIN ISO 787 第 8部 

フッ化水素酸 への溶解性    あり 

9.2.  その他のデータ  
明細な鉱学的検査 (Göske, 鑑定書 NO.7042729)によると、ノイブルグシリシャスアースのシリカの

成分は鉱学的に見てもユニークなものであり、このような形成のものは世界のどこでも見つかっ

ていません。 

その他の情報は www.hoffmann‐mineral.comを参照してください。 

10.  安定性及び反応性 

10.1.  反応性                    
不活性、無反応 

10.2.  化学的安定性                    
安定  

10.3.   危険な化学反応について  
特にありません。  

10.4.   防ぐべき条件       
特にありません。  

10.5.   防ぐべき物質                    
特定の不融和性はありません。  

10.6.   危険な分解生物        
二酸化硫黄 (AKTISIL MM および AKTISIL PF 216にのみ有効) 

 

 11. 有害性情報 

11.1.  食べた場合、肌に接触した場合、吸い込んだ場合の急性な毒性 
  既存のデータによって測定基準は適用できません。 

11.2.   皮膚に触れた場合の刺激に関して  
既存のデータによって測定基準は適用できません。 

11.3.  目に入った場合の目への影響と刺激について   
既存のデータによって測定基準は適用できません。 

11.4.  呼吸器官、肌のアレルギーに関して 
既存のデータによって測定基準は適用できません。 

11.5.  呼吸困難の可能性について 
既存のデータによって測定基準は適用できません。     

11.6.   生殖毒性    
既存のデータによって測定基準は適用できません。     

11.7.   生殖毒性        
既存のデータによって測定基準は適用できません。     
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11.8.   発ガン物質                                                                
既存のデータによって測定基準は適用できません。     

11.9.   生殖毒性                                                                               
既存のデータによって測定基準は適用できません。     

11.10. 再暴露時の特定臓器に対する毒性                   
隠微晶質シリカ成分によって肺胞内の粉塵（A‐粉塵）が生成されるため、本製品は (EC)1272/2008 
に基づき STOT（Specific target organ toxicity） 1に分類されています。 
長期間これを吸入した場合、A‐ケイ肺病に導く可能性があります。          

 

In vivo（インビボ）/In vitro（インビトロ）検査、人体に対しての影響 
段階分析による検査で明らかになったように、ノイブルグシリシャスアースには隠微晶質のシリカが含まれます。 この

隠微晶質のシリカが粉塵として存在する場合、繊維生成効果が全くないとは言えません。つまり、長期間に渡って高濃度

の粉塵を吸入した場合、ケイ肺病に導く可能性があります。 そのため、適切な監視と粉塵暴露の基準遵守が重要です。 
この石英に類似した潜在的な危険性と、1997 年以来 IARC によって発されている議論、そして石英の再分類の影響を受

け、含有されるシリカが石英の特性を持つとされているノイブルグシリシャスアースにおいても、その毒性効果に関して

さらに詳しい検査が行われました。 過去数年に渡って IBE において行われた、インビボ試験との相互検証によるインビ

トロ研究(Bruch et al., 2001 – 2007)では、ノイブルグシリシャスアースの毒性プロフィールはベクトル模型の解析では明

らかに異なるものであることが示されました。石英を含有する他の製品に比べて、毒性がかなり低いことがわかりました

。 
 

ここで、1997 年度 IARC Monographs で発表された評論を指摘したいと思います。ここでは、石英の人体への発がん性

が（グループ 1）相対化されており、大変興味があります : 

IARC 研究チームの総評価では、 「発がん性の効果は、全ての研究された工業用の状況では認められなかった。 発がん
性は、ケイ酸多形物の生物活性又は分布に影響をもたらす、結晶性のケイ酸固有の特性又は極端な要素に関与し得る。」
とあります。 

 
これらの特性は、Hoffmann Mineral で行われたコホート研究(KAFKA 研究 2011 年、Research Institute for Prevention 
and Occupational Medicine)で確認することができました。 この研究では、1923 年から 2007 年まで Hoffmann Mineral
で勤務した 675 人の従業員が対象となりました。 
80 年以上に渡ってノイブルグシリシャスアースを取り扱ってきた経験により、作業衛生結果においては下記の見識があ

ります: 
 

肺ガンに関して: 
多数の従業員が非常に高い累積濃度(最大 90 mg/m³ x 年)の隠微晶質のシリカが存在する環境で作業を行っていましたが

、統計的に顕著な肺ガンのリスクは識別されませんでした。  
 

ケイ肺病に関して: 
地下で作業を行っていた、または長期に渡って粉塵を含む環境で作業にあたっていた、0.15 mg/m³を超える肺胞内の粉

塵(隠微晶質のシリカ)を測定した従業員は、ケイ肺病を患うリスクが高くなることがわかりました。 
。 
 
AKTISIL EMに関するその他のデータ 
この製品には、官能基として微量のエポキシ基が含まれています。エポキシ化合物は、インビトロ試験

で突然変異を誘発する特性が認められています。遺伝子毒性においては、いまのところインビボ試験の

結果がないため、人体への影響は完全に評価できません。 
製品は微量のメタノールを含み、放出することがあります。 
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12.  環境影響情報 

12.1.  毒性        
重要ではない   
一般情報 3の項目粗製/成分に関する情報で挙げられた成分は、鉱物学的にはシリカ・酸化物の

グループに属し、地殻の頻繁な成分です。環境への悪影響は確認されておらず、あることは予想

されません。 

12.2.   残留性および分解性   
重要ではない     

12.3.   生体内蓄積性         
重要ではない                                                                            
(シリカ成分をフレーム構造に蓄積させる有機体があります。) 

12.4.   地中での移動性                                                      
重要ではない 

12.5.   PBTおよびvPvB評価の結果                                
重要ではない 

12.6.   その他の有害                             
その他の有害性は確認されていません。 

13.  廃棄上の注意 

13.1.  廃棄方法について                    
2000/532EC および 2001/118/EC 規則では、この物質は危険廃棄物に分類されていません。 

  残留物または未使用の製品の廃棄について: 地元の業者の基準に基づいて保管してください。処分

する前に再利用（リサイクル）することをお勧めします。保管する場合、粉塵の発生を防止する

ため、密閉できる容器に保管してください。 

廃棄物コード    この製品に対しては、消費者による用途により初めて分類

ができるため、ヨーロッパの登録書に基づく廃棄物コード

を与えることはできません。廃棄物コードは地元の廃棄物

処理業者に問い合わせ、設定してください。 

ゴミの名称   シリカ廃棄物 

証明書義務 （Y/N)   N 

洗浄されていない容器 

お勧め  空の容器は地元のリサイクル、廃棄物処理業者に引き渡してく

ださい。 

要注意  空の紙袋やビッグバッグを折り畳む際、粉塵が発生し得るので、

作業服の着用をお勧めします。 
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14.  輸送上の注意 

14.1.   UN‐番号 
重要ではない  

14.2.  規定されるUN輸送物の名称    
重要ではない 

14.3.   危険輸送クラス                                             
ADR: 属さない; IMDG: 属さない; ICAO/IATA: 属さない; RID: 属さない  

14.4.  梱包グループ         
使用不可 

14.5.  環境への影響           
特にありません 

14.6.  使用者に関する規定措置 
特に必要なし 

14.7.  マルポール 73/78 条約の第二付属書および IBCコードに定められた化学物質（ばら積みの有害液

体物質に限る）による汚染の防止のための規則     
重要でなはい 

15.  適用法令  

15.1.   物質の安全評価                                               
  第 7付属書によって REACH登録義務から免除されます。 

16.  その他の関連情報 

他社の資材 
弊社 HOFFMANN MINERAL社が生産、或いは販売したものでない他のメーカーの資材が弊社の製品と組み

合わせて、又はその代りに用いられた場合、使用上の責任は使用者側にあり、この資材の全てのテクニ

カルデータと他の特性などの情報は、その該当製品の販売者又はメーカーより入手しなくてはなりませ

ん。弊社の製品を併用しただけの事実により、弊社の責任は生じません。 

責任 
上記の情報は、弊社 HOFFMANN MINERAL社の経験に基づく誠心誠意により提供するものであり、データ

には間違いはありません。しかし精密度、信頼性または完全無欠においては、保証することはできませ

ん。使用者側に、提供したデータの適格性と完全無欠性を自分の特殊な応用に関して試験する責任があ

ります。 
 

研修 
確実に安全に製品を取り扱うためにも、従業員はついて知り、 隠微晶質を有するケイ酸成分の情報につ

いて知る義務があります。 
 
呼吸することのできる微晶質を有するケイ酸成分‐社会対話 
2006年 4月 25日に微晶質を有するケイ酸成分、またそれを含む製品の正しい扱いと使用法による雇用

者の健康保護についての産業部門別の合意が成立しました。欧州委員会から経済的に支援されたこの自
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主的な同意は、模範事例に関するガイドに基づいています。合意の中で設定された規定項目は、2006
年 10月 25日に発効しました。この合意は、欧州連合の官報に掲載されました。(2006年/C 279/02)合意

の文章、付属書および、模範事例に関するガイドは http://www.nepsi.eu にて読むことができます。また、

肺胞内の粉塵に関する便利な情報および製品の扱い方に関する説明書を読むことができます。関連資料

は EUROSIL（工業用石英製造者組合）から入手できます。  
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